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はじめに  

この度は CARVIN V3M をご購入いただき、誠に有難うございます。 

製品の性能を最大限に発揮させ、末永くお使いいただくため、ご使用になる前にこの取扱

説明書を必ずお読みください。尚、本書が保証書となりますので、お読みになった後は大

切に保管してください。 

 

ご使用になる前に取扱説明書をお読み下さい。 

 

1. 梱包を開き、破損した部品や欠品がないか確認してください。異常がある場合は

販売店にご相談ください。 

2. 感電防止の為、使用中は部品に触れないでください。 

3. 各装置の設置を完了させるまでは電源を入れないでください。 

4. ヒューズを交換する場合、必ず先に電源プラグを抜いてください。 

5. 40℃を超える環境で本体を使用することはお止めください。 

6. 本製品は屋内使用専用です。屋外では使えません。また、雨天や湿気の多い場所

での使用はお止めください。火災や感電の原因となります。 

7. 本製品はストーブ等の熱源から離して使用してください。 

8. 水などの液体を本体表面にこぼしたり、本体内部にかけたりしないようご注意く

ださい。 

9. 電源ケーブルが踏まれたり、挟まれたりしないよう注意してください。 

10. メーカーによって供給された付属パーツ以外は使用しないでください。 

11. 本体は通気性の良い所に設置し、周囲に可燃物や爆発物を置かないようご注意く

ださい。また、使用中は本体が熱を持ちますので、近くには何も置かないでくだ

さい。 

12. 本体の掃除をする際は乾いた布のみを使用してください。 

13. AC100V-120V、50/60Hz にてご使用ください。 

 

故障が生じた場合はお手数ですが販売店にご連絡ください。無断で本体カバーを開けられ

た場合、保証の対象外となることがあります。 
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主な特徴                            

CARVINでは 1949年より現在に至るまで、真空管ギターアンプを生産をし続けています。

これまで Frank Zappa、Steve Vai、Craig Chaquico、Allan Holdsworth をはじめとする

様々なトップアーティストから支持されてきました。ギターサウンドの飛躍的な向上を

果たしたこの V3M を末長くお使い頂き、魅力的なサウンドの数々をお楽しみください。 

 

－設計デザイン－ 

V3M の設計テーマは、高性能な 3 チャンネル真空管ギターアンプをコンパクトかつ、頑

丈なパッケージにまとめることでした。その結果、小型ながらも超ハイゲインから重低

音サウンドまで、どんなプレイスタイルにも対応できるフレキシブルなモデルに仕上が

りました。V3M は実績のある真空管技術と、様々な機能を融合したギターアンプです。 

 

－フレキシブルなゲインコントロール－ 

V3M の各入力チャンネルにはそれぞれ 3 種類のゲインモードが用意されています。プリ

アンプの異なる周波数を増幅することで、設定により様々なサウンドを得ることができ

ます。チャンネル 1 ではオーバードライブサウンドを、チャンネル 2 ではマイルドなト

ーンを、といったように、従来の 3 チャンネルではできなかった設定が可能になりまし

た。 

 

－トーンコントロールと EQX－ 

パッシブタイプの BASS、MID、TREBLE ツマミを操作することで、トーンの幅広い調整が

できます。この幅広い調整を可能にしたのが、1MΩの密閉型ハイインピーダンスポット

です。各チャンネルに備わる EQX ツマミは、各トーンツマミで調整するサウンドの周波

数に 2つ目のレンジを与えることで、幅広いサウンド調整を可能にします。PRESENCE の

ツマミは、サウンドのエッジを調整するよう設計されており、抑え目にすればスムース

で暖かなサウンドが、ツマミを上げると抜けの良いサウンドが得られます。 

 

－内蔵リバーブ－ 

特別設計のリバーブ機能により、豊かでナチュラルなサウンドが得られます。「ロングテ

ール」と呼ばれるスイッチはセンドの信号だけを打ち消し、サウンドをカットせずにリ

バーブさせます。 

 

－ブースト－ 

フットスイッチを使用することで、サウンドをブーストさせることができます。BOOST 

Level のツマミでブースト量を設定し、ソロ演奏時などギターサウンドを前面に出し

たいときにブーストをオンにすることで、出力を最大 6dB まで増幅できます。 
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－EL84 パワー管－ 

独特かつレスポンスの良いサウンドを実現するべく、V3M のパワー管には EL84 が採用さ

れています。このパワー管の特性により、ギターサウンドの幅広いダイナミックレンジ

へ対応できるようになりました。ソフトなピッキングプレイにはクリーンなサウンドが、 

アタックを強めたプレイには、相応のパンチのあるサウンドが得られます。 

 

－ハイインピーダンス・ギター入力端子－ 

 CARVIN の製品は長い間、ギターの音声信号、高周波信号のロスを生じていました。ハイ

インピーダンス入力の V3M では、この高周波信号のロスを防いでいます。また、一般的な

シールドタイプのギターケーブルが及ぼす高周波信号のレスポンス低下についても検討し、

あえてプリアンプの電気容量を増やさずに高周波信号の振動をコントロールしました。 

 

 

クイックスタート                     

電源を入れる前に、正しい電源、電圧のコンセントに接続しているか確認してください。

V3M をキャビネットに接続し、リアパネルの“SPEAKER OHMS”のツマミを、接続したキ

ャビネットのインピーダンスに合わせてください。別売のフットスイッチ、FS44L また

は FS44 を使用する際は、リアパネルの“FS44(L)”端子に接続してください。FS22 のフ

ットスイッチをご使用の場合は、リアパネルの“FS22”端子に接続してください。電源

は OFF のまま、ボリュームのツマミをすべて“0”に合わせた状態で、電源ケーブルを接

続します。 

ここまでの設定が終わったら、ギターを接続して電源スイッチを入れ、真空管が温ま

るまで 1 分程度待った後、フロントパネルのスタンバイスイッチを RUN に入れてくださ

い。徐々にボリュームを上げ、好みに合わせてトーンのツマミを調整します。 
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フロントパネル                         

 

 

1. 電源スイッチ 

メイン電源をオン/オフするスイッチです。電源がオンの時は各チャンネルの LED のいずれ

かが点灯します。また、Boost LED や本体ケージ内の LED が点灯することもあります。 

 

2. スタンバイスイッチ 

メイン電源をオンにしたあと、1 分ほど時間をおいてチューブを温めてから、スタンバイ

スイッチを入れてください。アンプの電源を切るときは、スタンバイスイッチをオフにし

てから電源スイッチをオフにしてください。休憩時などはスタンバイスイッチをオフにす

ることで、高圧電流をカットして真空管の寿命を保つことができます。 

 

マスターセクション 

 

3. マスターボリューム 

3 チャンネルすべての音量を調整します。各チャンネルの設定が済んだ後は、このマスタ

ーボリュームで全体の音量を調整してください。 

 

4. ブースト LED 

ブーストがオンの場合、緑の LED が点灯します。FS44L を接続しないでブーストがオンに

なっている場合は、エフェクトループのリターンレベルとして機能しています。この機能

は FS44L のフットスイッチを使用することで、オン／オフを切り替えることができます（27、

28 参照）。リアパネルにあるブーストレベルの調整で、6dB までボリュームをブーストでき

ます。 

 

5. リバーブ 

すべてのチャンネルにかかるリバーブの量を調整します。リバーブはフットスイッチの

FS44L を使用してカットすることができます。 
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チャンネル選択 

 

6. チャンネル 3 セレクトスイッチ 

チャンネル3のオン／オフを切り替えます。チャンネル3を使用する際はスイッチを上げ、

使用しない場合はスイッチを下げます。フットスイッチを使用する場合は、スイッチを上

げてください。 

 

7. チャンネル 1／2 スイッチ 

チャンネル 3を使用する際、同時に使用するチャンネルを 1または 2から選択します。フ

ットスイッチを使用する場合は、スイッチを上げてください。 

 

8. ギター入力端子 

ギターを接続する標準フォン端子です。ギターケーブルは 7.5m 以下のプロ仕様モデルをご

使用ください。ギターケーブルは長くなるほど静電容量が上がり、高音域のレスポンスが

低下します。 

 

チャンネル 3（クリーン） 

9. ボリューム 

クリーンサウンドで演奏する場合はチャンネル 3を使用してください。ドライブとボリュ

ームのツマミの操作で、音量を調整します。 

 

10. ドライブモード 3 ポジションスイッチ（チャンネル 3） 

BRIGHT/SOAK のスイッチで、3 タイプのドライブモードを切り替えます。 

 

-「BRIGHT」（上）プリアンプにハイエンドのスナップをかけます。ファンクやカントリー、

ブルースなどに最適です。 

 

-「CLASSIC」（中央）ヘッドルームが豊富なクリーンサウンドです。ドライブのツマミを上

げるとハーモニクスと中音域のコンプレッションがかかります。クリーンジャズやブルー

スなどに最適です。 

 

-「SOAK」（下）プリアンプを通る音声信号の周波数をブーストします。ドライブのツマミ

を上げると、ハードなヴィンテージサウンドが得られます。アグレッシブブルース、ロッ

クに最適です。 
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11. ドライブ 

ヘッドルームいっぱいのクリーンなサウンドを得る際は、ツマミを 5 以下に設定してくだ

さい。ツマミを上げることで、サウンドにダイナミクスとハーモニクスが与えられます。

ドライブモードスイッチを操作することで、異なる種類のサウンドが楽しめます。 

 

12. チャンネル 3 LED インジケーター 

チャンネル 3 が選択されると、黄色の LED が点灯します。 
 

13. ベース、ミッド、トレブル 

初めに 5の位置に合わせた後、好みのトーンになるようツマミを調節します。高音域はプ

レゼンスのツマミも合わせて調整してください。 

 

14. EQX 

スタンダード EQ と エクスパンデッド EQ を切り替えるスイッチです。 スイッチをオン

にするとより広い帯域の周波数をカバーします。 

 

15. プレゼンス 

5～10kHz のハーモニクスサウンドを調整します。トレブルを調整することで、この機能が

より使いやすくなります。 

 

 

チャンネル 1、2（オーバードライブ） 

16. ボリューム 

使用するチャンネルのボリュームと、エフェクトセンドの音声信号の出力を調整します。

すべてのチャンネルの音量を調整したい場合は、マスターボリュームのツマミを操作して

ください。 

 

17. ドライブモード 3 ポジションスイッチ（チャンネル 1、2） 

INTENSE/THICK のスイッチで、3 タイプのドライブモードを切り替えます。 

 

-「INTENSE」（上）最もハードなディストーションで、迫力ある低音と抜けの良い中低音が

得られます。ドライブのツマミを上げるとサスティンとサチュレーションが増加します。 

 

-「CLASSIC」（中央）鋭いレスポンスのオーバードライブです。ドライブのツマミを上げる

とサスティンとハーモニクスが増加します。 

 

-「THICK」（下）タイトな低音、きめ細かい中域音、のびやかな高音が得られます。ドライ

ブのツマミを上げるとサスティンと低音域が強調されます。 
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18. ドライブ 

ツマミを 4 以下にすると、マイルドな真空管のサチュレーション、4 から 6 に設定すると

より多くのハーモニクスとダイナミックなサウンドが得られます。フルに歪ませるには 6

から 10 の間に設定してください。フィードバックが起こる際は、ドライブを絞るか、ギタ

ーをアンプから離してください。 

 

19. LED チャンネルインジケータ 

チャンネル 1 が選択されている場合、青の LED が点灯します。 

チャンネル 2 が選択されている場合、赤の LED が点灯します。 

 

20. トレブル、ミッド、ベース 

初めに 5の位置に合わせた後、好みのトーンになるようツマミを調節します。高音域はプ

レゼンスのツマミも合わせて調整してください。 

 

21. EQX 

スタンダード EQ と エクスパンデッド EQ を切り替えるスイッチです。 スイッチをオン

にするとより広い帯域の周波数をカバーします。 

 

22. プレゼンス 

中高域のサウンドを調整します。トレブルを調整することで、この機能がより使いやすく

なります。
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リアパネル                           

 

23. スピーカー出力端子 

スピーカーキャビネットを接続する端子です。複数のスピーカーキャビネットを同時に接

続する事が可能です。この端子はパラレルで結線されています。パラレルで接続される事

を想定した上で、スピーカーの合計インピーダンスを計算してください。また、スピーカ

ーとの接続にはスピーカー専用ケーブルをお使いください。 

 

24．インピーダンススイッチ 

接続するスピーカーのインピーダンスに合わせて 4Ω、8Ω、16Ωの中から選択します。16

Ωのスピーカーを 2 台接続する場合は 8Ωに、8Ωのスピーカーを 2 台接続する場合は、4

Ωに設定します。 

 

25． ライン出力端子 

パワアンプやミキサーに接続するための標準フォン端子です。出力レベルはスピーカーレ

ベルより約-23dB 低く、どのミキサーやアンプにも対応できるよう設定されています。 

 

26． エフェクトループ 

エフェクトループはシリーズ接続の配線となっており、プロセッサーを通ったすべての信

号をアンプに送ります。センド端子からプロセッサーの入力へ、プロセッサーの出力から

リターン端子に接続してください。ケーブルはスピーカーケーブルではなく、オーディオ

用のシールドケーブルを使用してください。 

 

27． ブーストレベル 

ボリュームを最大 6dB までブーストできます。この機能は FS44L のフットスイッチを使用

時のみ、オン／オフを切り替えることができます。フットスイッチがない場合はオンの設

定となり、ブーストレベルはアンプのボリューム調整として機能します。ブースト機能が

オンの場合、フロントパネルの LED が緑に点灯します。 
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28. FS44L フットスイッチ端子  

フットスイッチを使用する場合は、フロントパネルの各チャンネルのセレクトスイッチを

上げてください（6、7 参照）。 

・ チャンネル 3がオン、チャンネル 1、2がオフのとき、チャンネル 3のフットスイッチ

LED が点灯します。 

・ チャンネル 2がオン、チャンネル 3がオフのとき、チャンネル 1、2のフットスイッチ

LED が点灯します。 

・ チャンネル 1がオン、チャンネル 3がオフのとき、チャンネル 1、2のフットスイッチ

LED が点灯します。 

 

29. FS22 フットスイッチ端子 

フットスイッチを使用する場合は、フロントパネルの各チャンネルのセレクトスイッチを

上げてください（6、7参照）。FS22 の操作でチャンネル 3、チャンネル 1、2の切り替えが

できます。 

30. パワーモードスイッチ（出力） 

出力とダイナミクスを最大限出力する場合は、このスイッチを 50W に設定してください。

低い出力で演奏する場合は 22W または 7W に設定することで、それぞれボリュームが 3dB

または 6dB ダウンします。 

 

31. LED ケージライト 

V3M のケージ内にある LED を赤、青、オフに切り替えます。 

 

32.電源ソケット、ヒューズ 

電源ケーブルを差し込むソケットです。ヒューズはこのソケットの内部に格納されていま

す。ヒューズが飛んだ際はアンプの電源を抜き、電源の接続、スピーカーとの接続もしく

は真空管に問題がないか確認し、同タイプのヒューズに交換してください。ヒューズを交

換してもアンプが作動しない場合は真空管の状態を確認してください。 

 

33. 電圧スイッチ（120V/240V） 
電源コンセントの電圧に合わせて、120V と 240V を切り替えます。日本国内で使用され

る場合は必ず 120V に設定してください。設定と異なる電圧で接続した場合、ヒューズや

その他を破損する原因となります。 
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ヘルプセクション                          

使用チャンネルのフィードバック 

使用チャンネルのボリューム、ドライブ、トレブル、プレゼンスをフルに上げるとフィー

ドバックを起こすことがあります。他のチューブアンプと同様、これは正常な現象です。

フィードバックやノイズを抑えるにはドライブを抑えるか、ギターを遠ざけてください。 

 

真空管の交換 

真空管はアンプの移動時や長期間の不使用などで壊れることがあります。真空管を交換す

る際は、下記の手順に従ってください。 

1. プリアンプ用の真空管 12AX7A は V1、V2、V3、V4 の順で本体内にセットされています。

V1 はギター入力端子のそばにあり、全チャンネルを駆動しています。V2 はチャンネル

1、2をメインに駆動し、V3 はチャンネル 3とエフェクトリターンの端子を調整してい

ます。エフェクトリターン端子を使用して音が出ない場合は、V4 を交換してください。 

2. プリアンプ用の真空管を交換しても音が出ない、またはヒューズが飛んでしまう場合

は、アウトプット真空管のEL84を交換してください。アウトプット真空管の交換後は、

技術者による確認が必要になります。 

3. ヒューズが飛んでアンプの電源が落ちる場合は、パワー真空管を交換してください。 
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推奨セッティング                      

 

 

 

 

 

 

好みの設定を記載して下さい 

 

 スーパークリーン カッティングリード モ ダ ン へ ヴ ィ ー

ブルースブレイカー ク ラ シ ッ ク ロ ッ ク ス ム ー ス リ ー ド
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製品仕様                            

定格電力  50W 22W 7W(切り替え) 

出力インピーダンス 4、8、16Ω(切り替え) 

入力インピーダンス 220,000Ω 

トーンコントロール BASS、MID、TREBLE、PRESENCE、EQX 

チャンネル 1 感度 クリッピング時 1mV  

チャンネル 2 感度 クリッピング時 1mV  

チャンネル 3 感度 フル出力時 16mV 

FS44L フットスイッチ チャンネル 3、チャンネル 1/2、リバーブ、ブースト 

ライン出力  スピーカー出力比約-23dB 

プリアンプ真空管 12AX7 x 4 本(デュアルステージ) 

パワーアンプ真空管 EL84 x 4 本 (5 極電子管) 

AC 電源   120/240 VAC、50/60Hz、150VA、3A ヒューズ 

キャビネット  ポプラ 7 プライ 

サイズ、重量  38(W)×18(H)×22(D)cm、8.7kg
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